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近年における石狩湾産ハタハタの体長変化

星野 昇

石狩湾において漁獲されるハタハタに近年みられる低

成長傾向を分析した。調査船トロール調査で採集された

ハタハタの体長組成は，2009年発生年級が加入して以降，
著しい小型化が進行していた。それに伴い，1歳の成熟割
合や産卵親魚の成熟進行度も低下していた。2009～2013
年にかけて体長に対する孕卵数や卵径には顕著な変化は

みられなかったが，小型化にともない一尾当たりの産卵

数が減少しており，再生産力は著しく減衰している。背

景には複数の要因が相互に関連していることが推察され

た。

ミトコンドリアDNA分析による根室海峡沿岸河川に遡上

したカラフトマス偶数年級群の集団構造

虎尾 充，柳本 卓

COI領域，ND5領域，D−Loop領域の塩基配列情報に基
づき，2014年の根室海峡沿岸6河川のカラフトマス集団間
の遺伝的差異を検討したところ，河川集団間で有意差は

認められなかった。また，COI/ND5領域について，既報
のオホーツク海側ルシャ川2008年／2009年と比較したとこ
ろ，ルシャ川2008年と根室海峡沿岸河川2014年の比較で
は，サクラ川のND5領域を除いて差がなかった。一方，
ルシャ川2009年と同沿岸河川2014年の比較では全ての組
合せで有意差があった。道東域におけるカラフトマスで

は偶数年級の河川集団間で遺伝的な差はなく，奇数年級

と偶数年級間で遺伝的差異が存在する可能性が示唆され

た。

耳石横断薄片法を用いた石狩湾産ヒラメの年齢査定

星野 昇

2005～2014年にかけて石狩湾で漁獲され余市港に水揚
げされたヒラメの年齢を，耳石の横断薄片標本により検

討した。産卵期である7月頃に形成される明瞭な輪紋を計
数することで年齢を決定することができた。漁獲物の年

齢は1～9歳まで確認された。最も多くみられたのは2歳
魚で全長350～500mm範囲に幅広く出現し，成長の個体差
や年級群間の差が大きいことが示唆された。産卵期漁期

の全長550mm以上の漁獲物では雄の割合が著しく少なく
なり，3～9歳の雌が多かった。時期別にみると索餌期に
おける漁獲物は産卵期の漁獲物に比べ若齢で，6歳以上は
確認されなかった。

成熟期のサケ親魚への高水温の影響に関する基礎的調査

藤原 真，隼野寛史，宮腰靖之

サケの最終成熟への高水温の影響を調べるため，通常

水温（11℃）と高水温（20，22℃）のタンクにサケ親魚
（雌雄各3尾）を収容し，組合せ交配した。20℃では収容
3日目に排卵したのに対し，22℃では収容5日目でも排卵
せず，雌全数が斃死し，斃死魚の卵巣には過熟卵と同様

な形態変化（油球の集合）が確認された。20℃区に収容
した雄親魚と交配した卵の発眼率と孵化率は，11℃区の
雄親魚と交配した卵のそれより低く，また，20℃区に収
容した雌との交配では，発眼率が低いのに加え，発眼後

の減耗が著しく，外見で評価できない卵質への影響が示

唆された。この結果，親魚の生残，卵の最終成熟への高

水温の影響が示唆された。

A５２１ 北水試研報 ８８ １－８ ２０１５ A５２０ 北水試研報 ８８ ９－１５ ２０１５

A５２２ 北水試研報 ８８ １７－２４ ２０１５ A５２３ 北水試研報 ８８ ２５－３１ ２０１５

和文要旨 １０７



十勝川水系札内川における二次流路の環境特性

卜部浩一

砂礫堆周辺において主流路から離れた位置に形成され

る二次流路（側流路および湧出流路）の環境特性の把握

および二次流路がサケ科魚類の初期生活期においてどの

ような役割を果たすのかを明らかにすることを目的に十

勝川水系札内川で調査を行った。主流路，側流路および

湧出流路の物理・化学・生物学的環境特性を比較したと

ころ，湧出流路では他の流路タイプに比べ特異な環境特

性を有することが確認された。特にサケ科魚類の稚魚期

の餌生物として重要なユスリカ科の個体数が多く，また，

流速が遅いという点で特異的であり，このような特性を

有する湧出流路はサケ科魚類の初期生残に重要な役割を

果たすであろうと考えられた。

根室海峡沿岸で標識放流したカラフトマスの沿岸および

河川再捕（短報）

宮本真人，虎尾 充，實吉隼人，春日井 潔

北海道東部根室海峡に来遊するカラフトマスの資源構

造と操業規制による資源保護効果を調べるため，2011
年および2012年8月，沿岸の定置網で漁獲されたカラフ
トマス331尾を標識放流した。このうち89尾（放流数の
26.9％）が再捕され，それらすべて野付半島より北側（放
流地点から40kmの範囲）で再捕された。放流を行ってい
ない河川も含む9河川で再捕されたことから，8月の操業
規制は自然産卵由来を含む根室北部起源のカラフトマス

の資源保護に有効であることが示唆された。

箸別川におけるサケの自然再生産（短報）

實吉隼人，川村洋司，藤原 真，宮腰靖之，卜部浩一

近年，北海道ではサケの自然再生産について報告がさ

れている。しかし，日本におけるサケの自然再生産に関

する科学的な知見は多くない。自然再生産をしたサケの

基礎的な生物学的特性について把握するために，北海道

日本海北部地区の非放流河川の箸別川において2010年と
2011年の秋には親魚の自然産卵を，2011年と2012年の春
には稚魚について調査を行った。親魚の自然産卵と稚魚

がともに両年で確認され，箸別川ではサケが恒常的に自

然再生産を行っていることが示唆された。

標津沿岸および標津川におけるサケの年齢組成変化（短

報）

春日井 潔，安藤大成，宮腰靖之，虎尾 充

2011～2014年に北海道東部，根室海区の標津沿岸と標
津川において捕獲されたサケの年齢組成を調べた。沿岸

漁獲物および河川捕獲物の双方とも漁期初期には5歳魚の
比率が高かったが，漁期終期には4歳魚の比率が高くなり，
平均年齢は季節の進行とともに減少した。河川捕獲物は

同じ旬の沿岸漁獲物より平均年齢が高く，1～3旬遅れて
推移した。漁獲物および河川捕獲物全体の年齢組成や平

均年齢の間には相違が見られた。

A５２４ 北水試研報 ８８ ３３－４２ ２０１５ A５２５ 北水試研報 ８８ ４３－４７ ２０１５

A５２６ 北水試研報 ８８ ４９－５４ ２０１５ A５２７ 北水試研報 ８８ ５５－５８ ２０１５

１０８ 和文要旨



北海道におけるホテイウオの漁獲状況（資料）

吉田英雄，三原行雄

2001～2005年における北海道のホテイウオの漁獲実態
を，「北海道マリンネット整備事業」として運用された全

道の漁業協同組合を対象とした水揚げ情報データベース

に登録された漁獲情報に基づき検討した。渡島地区では

ホテイウオを専獲する漁業を含む刺し網漁業によって，

全道の約9割を占める水揚げがあり，特に鹿部町から恵山
岬を経て函館市に至る地区で多かった。他の地区での水

揚げは，様々な魚種を対象とした漁業による混獲であり，

地形的に岩礁域の多い地区でみられたことから，ホテイ

ウオの生態と関連していると考えられた。

北海道沿岸で漁獲されたサケの年齢組成と魚体サイズ（資

料）

宮腰靖之，春日井 潔，青山智哉，安藤大成，

飯嶋亜内，卜部浩一，大森 始，小山達也，

楠田 聡，佐々木義隆，實吉隼人，下田和孝，

神力義仁，竹内勝巳，虎尾 充，畑山 誠，

隼野寛史，藤原 真，宮本真人，安富亮平，

星野 昇

北海道のサケの資源評価や来遊予測には河川に遡上し

たサケの年齢等の情報が用いられているが，本道に来遊

するサケの大部分は河川に遡上する前に沿岸漁業により

漁獲されている。本報告では，2006～2014年の9年間にわ
たり北海道沿岸で漁獲されたサケの年齢組成および魚体

サイズを調べ，その結果を資料として記載した。

秋季に能取湖の藻場で採集されたクロガシラガレイの分

布，年齢，性比，体長，体重，および体サイズの経年変

化（資料）

城 幹昌

1996～2013年10月に能取湖で行われたホッカイエビの
資源量調査においてソリネットで混獲されたクロガシラ

ガレイの生物測定データを整理した。本調査で0歳時に特
に多く採集された年級群は1～4歳時にも多く採集され，
本調査によって卓越年級群発生を0歳時に把握できる可能
性が示された。いずれの年でも分布域は年齢に関係なく

南部が中心であった。2002年級群を除くと，1～5歳魚の
平均体長は2002～2013年の間の前半よりも後半のほうが
大型であった。1歳魚の平均体長と5～10月の水温，およ
び各年級群の1歳魚採集個体数との間には有意な相関はみ
られず，水温および密度と1歳魚の平均体長の増加との関
連性は不明であった。

A５２８ 北水試研報 ８８ ５９－６８ ２０１５ A５２９ 北水試研報 ８８ ６９－７９ ２０１５

A５３０ 北水試研報 ８８ ８１－１０６ ２０１５

和文要旨 １０９
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